
修学旅行中における体調不良者等への対応フロー図

発熱等の症状がみられる者の活動をとりやめ、
別室で待機（本人）

濃厚接触者の候補
となった場合

活動を取り止め、
別室等で待機

市教委に連絡

児童生徒の症状により、帰宅又は医療機関等での療養
※相談ダイヤル・保健所等の指示に従う
※陽性の場合は、公共交通機関等が使えないため、帰宅方法について、保護者、旅行会社等に確認
※濃厚接触者の場合は、公共交通機関等の利用はできる限り避ける

保護者に迎えを要請

旅行先の相談ダイヤル・保健所等に相談、指示を仰ぎ、
保護者に連絡するとともに、ＰＣＲ検査・抗原検査
の実施について確認

陰性

検査しない検査の実施

保護者に迎えを要請

市教委に連絡

感染症対策を徹底した上で
通常どおりの活動の継続

濃厚接触者の候補と
ならなかった場合

発熱等の体調不良者があった場合

濃厚接触者の候補となる可能性のある者を特定し、
感染症対策を万全にしながら別行動（周辺者）

陽性

即時に対応

陽性が判明次第対応

発熱者が陽性の場合

発熱者が陰性の場合
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